
個人市民税
法人市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

合　計

国民健康保険
公共下水道事業
土地取得
介護保険
後期高齢者医療

水道事業

53億1,627万円
18億5,741万円

64万円
33億　528万円
7億8,644万円

13億6,132万円
1億7,575万円

52億7,287万円
13億8,591万円

64万円
32億2,918万円
7億8,379万円

12億4,154万円
5億4,915万円

特別会計決算

公営企業会計決算

53億1,710万円
11億3,842万円
46億9,216万円
1億3,186万円
4億1,889万円

10億3,528万円
127億3,371万円

市
税
の
内
訳

総額230億
5,916万円

（前年度比0.2%減）

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

55％
6％

8％

2％

34％ 66％

9％

20％

総額222億
3,422万円

（前年度比0.2%減）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

そ
の
他
経
費

16％10％
2％

18％
40％ 45％

15％

15％
7％

21％

11％

国・県支出金
45億8,610万円

補助費など
23億6,859万円

繰出金
21億7,145万円

国からの交付金
18億9,590万円

扶助費
46億6,444万円

物件費
40億2,204万円

普通建設事業費
32億3,795万円

市債
12億9,830万円

市税
127億3,371万円

その他
3億4,913万円

投資的経費投資的経費

人件費
36億7,054万円

使用料及び手数料など
5億7,645万円 財産収入・繰入金など

19億6,869万円
公債費

16億7,764万円

歳入額 歳出額

収益的
資本的

一般会計
特別会計
企業会計
合計残高

※一般会計における市民１人当たりの
　市債残高：23万円(前年度比0.9%減)

169億　117万円
80億3,343万円
12億3,001万円

261億6,461万円

市
債
残
高

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳出決算の内訳

どうなっている？市の財政状況
平成30年度決算を認定

どうなっている？市の財政状況
平成30年度決算を認定

　令和元年9月定例会が9月4日から27日まで開かれ、平成30年度一般会計及び特別会計などの決算認定、
令和元年度補正予算、条例、陳情など、合計29件を審査しました。また、8月26日の8月臨時会では、幼児教育・
保育無償化関係条例等を審議しました。主な議案の内容は以下のとおりです。

～ 過去最高の市税収入で、経常収支比率(財政の弾力性)91.2%とやや改善 ～
歳出総額329億660万円の大切な税金の使い道を厳しくチェックする

皆さんの納めた市税10,000円のゆくえ （単位：円）

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

3,760

1,020
900

820
750

330
180

110
50

2,080

子ども・高齢者・障がい者福祉など
道路・公園・橋梁整備など

学校・公民館・体育施設等の運営など
ごみ・し尿処理・保健衛生など

事務管理・徴税・防犯など
市債の償還・利子の支払いなど

防災・消防・救急など
商工業振興・観光推進など

市議会運営など
農業振興・労働対策など

平成30年度決算
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平成30年度決算の特徴
◇歳入歳出の差額から翌年度へ繰り越すべき財源を

差し引いた実質収支は一般会計・特別会計を併せ
て14億938万円余の黒字。

◇個人市民税は前年比0.6％の増収。
　法人市民税は前年比43.0％の増収。
　市税全体で前年比3.9％の増収。
◇知立連続立体交差事業は、総事業費610億円(市

負担は約105億円)のうち、平成30年度末までの
事業実績は約279億円(進捗率45.8％)。

　令和５年度までの事業。
◇知立駅周辺土地区画整理事業は、総事業費約

210億円(市負担は約105億円)のうち、平成30年
度末までの事業実績は約154億円(進捗率73.5％)。

　令和8年度までの事業。

（単位：千円）

●刈谷知立環境組合分担金
●知立連続立体交差事業
●衣浦東部広域連合負担金
●知立駅北地区市街地再開発事業
●駐車場用地購入費（弘法下駐車場用地）
●基幹系システム借上料
●福祉体育館エレベーター更新事業
●不燃物分別作業委託料
●都市計画マスタープラン・
　緑の基本計画策定事業
●カーボン・マネジメント強化事業

★知立連続立体交差事業負担金

★調査設計委託料
　（仮称知立蔵福寺地区土地区画整理事業）

★公共下水道接続工事費（知立南小学校）

★市民体育館営繕工事費

★コンビニ交付システム改修委託料

★地域包括支援センター
　開設準備経費補助金

平成30年度に歳出増があった主な事業

一般会計補正予算の概要

7億9,188万円
7億4,392万円
6億9,467万円
6億5,383万円
1億2,536万円

8,102万円
2,181万円
1,350万円

864万円
702万円

310,783

41,331

39,270

5,532

3,102

1,276

【
８
月
臨
時
会
】

▼
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

改
正
等
に
伴
う
も
の
。

令
和
元
年
10
月
１
日
施
行

【
９
月
定
例
会
】

▼
知
立
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
２
年
度

に
新
た
に
規
定
さ
れ
る
職
員
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
の
報
酬
、
期
末
手

当
、
通
勤
費
、
旅
費
の
支
給
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

▼
知
立
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
関
係
法
令
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
消
防
団
員
の

欠
格
条
項
か
ら
、
成
年
被
後
見
人
又

は
被
保
佐
人
を
削
除
す
る
。

令
和
元
年
12
月
14
日
施
行

▼
知
立
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
旧

氏
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
印

鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
を
記
載
す
る

も
の
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
。

令
和
元
年
11
月
５
日
施
行

▼
知
立
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
に
事

業
者
指
定
の
更
新
制
（
５
年
）
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
手
数
料
を

新
設
す
る
も
の
の
ほ
か
、
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

令
和
元
年
10
月
１
日
施
行

※
他
２
件
の
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▼
令
和
元
年
度
知
立
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

４
億
4
千
723
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
245
億
2
千
685
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

歳
入
は
主
に
、
固
定
資
産
税
５
千
万

円
、
特
別
交
付
税
２
億
1
千
万
円
、

前
年
度
繰
越
金
５
億
1
千
500
万
円
。

主
な
歳
出
は（
表
１
）の
と
お
り
で
す
。

条　
　
　

例

補
正
予
算

※各議案の表決結果については、7ページをご覧ください。

（表１）

コスモス

こんなことが決まりました

コスモス畑（上重原町）
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